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四日市市日永東一丁目地内

　　中央ポンプ場耐震補強工事

平成29年度公共下水道事業

付近見取図・配置図
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章

※暴力団等不当介入に関する事項

１．契約の解除本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、

請負者が本工事により生じた産業廃棄物が、課税対象とな

った場合には、翌年度に産業廃棄物税納税証明書等を添付

して、本工事により生じた産業廃棄物税相当分を請求する

ことができる｡

※産業廃棄物税

　　四日市市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱第３条又は第４条の

　　規定により、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札参加資

格停止措置を受けた場合は、契約を解除することがある。

２．不当介入に係る通報等の義務及び義務を怠った場合の措置

　(1)暴力団等による不当介入を受けた場合、次の義務を負うものとする。

　　・断固として拒否するとともに、速やかに警察へ通報並びに発注所属へ報告し、捜査上必要な協力をすること。

　　・契約の履行において、不当介入を受けたことにより工程、納期等に遅れが生じる等の被害が生じるおそれが

　　　ある場合は、発注所属と協議を行うこと。

　(2)上記の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札参加資格停止の措置を講ずる。

図 

面 

名 作図    年    月    日

提出すること。なお、警備業者についても記載すべき下請負人の範囲に含むものとする。

D-2



    改修工法の種類

  (モルタルを撤去しない場合)

 ・アンカーピンニング部分

   エポキシ樹脂注入工法

 ・アンカーピンニング全面

 　エポキシ樹脂注入工法

 ・アンカーピンニング全面

   ﾎﾟﾘﾏｰセメントスラリー注入工法

 ・注入口付アンカーピンニング部分

   エポキシ樹脂注入工法

 ・注入口付アンカーピンニング全面

   エポキシ樹脂注入工法

 ・注入口付アンカーピンニング全面

アンカーピンの本数(本/m )

　一般部

2

　指定部

  ※ 16

  ・ 

  ※ 13

  ・ 

  ※ 13

  ・ 

  ※ 9

  ・ 

  ※ 9

  ・ 

  ※ 9

  ・ 

  ※ 25

  ・ 

  ※ 20

  ・ 

  ※ 20

  ・ 

  ※ 16

  ・ 

  ※ 16

  ・ 

  ※ 16

  ・ 

注入口の箇所数(箇所/m )2  充てん量

  注入量  一般部   指定部

  ※ 12

  ・ 

  ※ 12

  ・ 

  ※ 9

  ・ 

  ※ 20

  ・ 

  ※ 20

  ・ 

  ※ 16

  ・ 

  ※ 16

  ・    ﾎﾟﾘﾏｰセメントスラリー注入工法

  ※ 9

  ・ 

  ※25ml

  ※25ml

  ・25ml

  ※50ml

  ※25ml

  ※25ml

  ※50ml

※狭幅部におけるアンカーピン本数は、幅中央に5本/ｍとする

・コンクリート打放し面

・モルタル塗り仕上げ面

  種　類    外 壁 部 位        工　　法   数　 量   備　 考

・ひび割れ

・　

・欠損部

         ｍ

       箇所・　　

・ひび割れ

・欠損部

・浮き部 ※アンカーピンニング部分エポキシ

   樹脂注入工法

・ 

        ｍ

        ｍ

        ㎡

・自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

        ｍ

※Ｕカットシール材充填工法

※エポキシ樹脂モルタル充填工法

※Ｕカットシール材充填工法

※充填工法

下塗り材「ｿﾌﾄﾘｶﾊﾞﾘｰ」＋上塗り材「ﾋﾞｭｰﾄｯﾌﾟｼﾘｺﾝ」

下塗り材「水性ｿﾌﾄｻｰﾌ」＋上塗り材「水性ｺﾝﾎﾟｼﾘｺﾝ」

下塗り材「ﾘﾒｰｸﾌﾟﾗ」＋上塗り材「水性ｼﾘｺﾝﾕﾆ」

上記同等品とする

※塗工法はローラー塗りとする

※塗工程及び塗布量はメーカー仕様による

尚、下塗り材の塗布量は薄塗を適用する

　スズカファイン(株)
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形状寸法
　(mm)

用途による区分
無釉 施釉 無 有

うわぐすり

標準 特注

  色　調

無 有

耐凍害性

・屋外
・屋内 ・床

・壁
・床
・壁・屋外

・屋内

・床
・壁・屋外

・屋内

・床
・壁・屋外

・屋内

  役　物施工箇所

タイルの種類                                                      　　　　　　   (6.16.3)

※

※

※

※

※

※

※

※

・　JISK5659（１級）　ふっ素系樹脂塗料

・　JISK5659（２級）　シリコン系樹脂塗料

・　JISK5659（３級）　ポリウレタン系樹脂塗料

・コンクリート面、押出成型セメント板面

 工法は、表7.8.3 　種別は(・A-1種　・A-2種　・B-1種　・B-2　・C-1種　・C-2種)    

(7.8.4)(表7.8.3)

上塗種別

上塗種別

・　JISK5658　主要原料　ふっ素樹脂(1級)

・　JISK5658　主要原料　シリコーン樹脂(2級)

・　JISK5658　主要原料　ポリウレタン樹脂(3級)

※AA級 ・鉄鋼面　　        工法は、表7.8.1  　種別は新規はA種、塗替はB種)　　  (7.8.2)(表7.8.1)

・亜鉛めっき面　　  工法は、表7.8.2    種別は新規はA種、塗替はB種)　　　(7.8.3)(表7.8.2)
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